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研究成果の概要（和文）： 

 日常生活における食品の味の記憶を促進する要因を検討することを目的に、処理水準モデル
を枠組みとした味覚記憶実験および脳活動計測を行った。その結果、食品の写真がその食品の
特性に沿った味の特徴の記憶を促進すること、また味の再認記憶成績の高い人ほど、左下前頭
回前部の活動が高いことを明らかにした。これらの結果は、意味処理が記憶効率を高めるとい
う処理水準モデルと一致し、味の記憶においても処理水準モデルが有効である可能性が示唆さ
れた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The current study examined the factors that facilitate memory of food flavors in 
humans. As a framework, the level-of-processing model was used. We found that 
meaningful labels such as food influences influence flavor memory. In addition, 
activation of the left ventrolateral prefrontal area was found to be positively correlated 
with recognition memory performance of flavors. This suggests that the semantic 
process facilitates memory of flavors, which is in accordance with the levels of 
processing model. 
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１．研究開始当初の背景 

味の記憶は、身近な食品購買行動から食文
化に至るまで、生活の様々な側面に影響を与
えていると考えられる。しかし、味の記憶を
支える心理学的・神経科学的基盤には、まだ
未検討な点が多い。 

日常生じる記憶の多くは、覚えようとする
意図なしに生じる「偶発記憶」である。偶発
記憶を説明する主要な心理学的モデルには、
処理水準効果モデルがあるが、本モデルは、
これまで主に視･聴覚刺激を用いて検討され
ており、味については検討されていなかった。 
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このモデルでは、記憶が認知処理の副産物
として生じ、その認知処理の違いによって記
憶効果が異なると考える。また記憶が残りや
すい認知処理ほど「深い」処理であると仮定
する。処理水準効果は、視･聴覚で検証され
ており、深い処理を担う神経基盤の一つとし
て、左脳の前頭前野が指摘されている。もし、
このモデルが味覚にも適用できるならば、味
わう際の認知処理の違いにより、記憶効率と
脳活動に違いが生じることが予想される。 

そこで、本研究では処理水準モデルを枠組
みとした味の記憶の心理学・認知神経科学的
検討を行った。これにより、視聴覚で検討さ
れてきた記憶のモデルが味に適応できるか
否かを検証し、味の記憶を促進する心理学的
な要因を明らかにすることを目的とした。 

 

２．研究の目的 

 処理水準効果モデルに基づき、心理学実験
ならびに脳機能イメージング実験を実施す
ることにより、味の偶発記憶を促進する要因
と仕組みを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

処理水準効果の実験では、教示により処理
水準を操作する。しかし、日常生活では通常、
味わう際に教示を受けることはない。一方、
日常生活において、味は見た目や香りなど味
以外の様々な情報と共に知覚されることが
ほとんどである。申請者は、味わう際のコン
テクスト（パッケージなど、味以外の付随情
報）が味の感じ方に影響を与えることを明ら
かにしてきた。コンテクストは味の知覚のみ
ならず、認知処理にも影響を与える可能性が
ある。そこで、より日常に近い条件での試験
を行うため、味に画像ラベルを付し、画像の
種類を操作することにより処理水準を操作
した。具体的には、食品画像と意味のない画
像の味の記憶への影響を検討した。 
一方、脳活動計測の方法については、従来

味覚に関わるヒト脳機能研究は、fMRI（機能
的核磁気共鳴撮像）や PET(陽電子放出断層撮
像)が用いられてきた。これらの計測では被
験者をスキャナ内に仰臥位で固定する必要
がある。このため、特殊な装置でごく少量の
味物質を呈示するといった、日常味を味わう
のとは大幅に異なる条件での計測しか行え
ないという問題があった。そこで本研究では、
日常の状況に即した味わい条件での計脳機
能計測が可能な fNIRS(機能的近赤外分光法)
を用いた。処理水準モデルに準拠し、味を覚
える（記銘する）際の前頭前野の活動を評価
した。 
 
４．研究成果 
前半期の研究では、心理学的実験を実施し

た。まず、記憶試験に先立ち、ラベルが食

品刺激の味の評価に与える影響を検討した。
85 名の参加者を対象に、様々な画像ラベル
を付したオレンジジュースを味わってもら
い、味に対するラベルの影響を検討した。
その結果、ラベルの影響はラベルの内容に
異っており、食品刺激の内容と一致したラ
ベルが、フレーバーに対する評価を高める
ことが明らかになった（Mizutani et al., 
2010、図 1）。 

図 1. ラベル画像がジュースの評価に与える
影響。左側に用いた画像、右側に結果を示す。
快さが同等の画像では、食品と一致する画像
(左下)の方が、食品と関係ない画像(左上)より
も食品フレーバーに対する評価を高めるこ
とが明らかとなった。エラーバーは標準偏差。
* P<0.05。 

 

 

図 2. ラベル画像がジュースの味の記憶に与

える影響。上側に用いた画像(左、リンゴ；中、

モモ；右、コントロール)、下側に結果（赤線、

リンゴ；緑線、モモ）を示す。リンゴ画像条

件では、ミックスジュースに対する味の記憶 

がリンゴの味に近づく方向に歪むことが示

唆された。エラーバーは標準偏差。* P<0.05; 

** P<0.01; ***P<0.001。 
 
そこで次に、ラベルが味の記憶に与える影

響について、ラベルと食品の一致度が少しず



つ異なる刺激を用いた検討を行った。 
９２名の参加者を対象に、リンゴとモモを

半々に混合したミックスジュースに対し、リ
ンゴ、モモ、または無意味画像のラベルを付
して供した。その後、抜き打ちで記憶テスト
を実施し、リンゴ・モモの混合比を操作した
５種類のジュースについて、１回目に飲んだ
ジュースとの味の類似度を評定してもらっ
た。  

その結果、リンゴラベル付きのミックスジ
ュースを飲んだ人は、リンゴの混合比の高い
ジュースの類似度を高く評価すること、すな
わち、ラベル画像は、飲用後のジュースの味
の記憶に影響を与えることが明らかになっ
た(図 2)。また、リンゴと比べて飲用経験の
少ないモモをラベルに使用した場合にはラ
ベル効果がみられなかったことより、飲用経
験の多いなじみ深い食品をラベルに用いた
場合に、ラベルの効果が生じることが明らか
にした。これらにより、食品フレーバーの記
憶に「りんご味」といった意味処理が関与す
る可能性を示唆する結果を得た(Mizutani et 
al., 2012)。 

これらの心理学的研究の結果を受けて後

半期の研究では、食品フレーバーの記憶にお

ける神経基盤の検討を行った。まず、複数の

味溶液を味わって覚え（記銘）たのち、再度

味溶液を味わって、先の味と同じかどうかを

判断する（再認）という課題を用い、28名の

参加者の脳の活動を評価した。脳活動の評価 

は、意味記憶に関与するとされる前頭前野の

下前頭回を中心とし、前頭前野外側部の広い

範囲を覆うよう設定した。 

その結果、記銘、再認のどちらの段階にお

いても、意味記憶に関与するとされる脳の領

域 が 活 動 す る こ と が 明 ら か に な っ た

(Okamoto et al., 2011、図 3)。 

そこで次に、意味記憶に関わる脳の活動と、
味の再認記憶成績の関係を明らかにする目
的で、記憶成績の異なる被験者群を対象とし
た計測を行った。具体的には、コーヒーを試
料とし、飲用経験の異なる被験者群 28 名が
コーヒーの味を記銘、再認している際の脳活
動を評価した。脳活動の評価対象は、前述の
研究と同様、前頭前野外側部とした。 
その結果、コーヒーの味の最近成績が高い

人ほど、記銘の際に、｢意味処理｣を司るとさ
れる左下前頭回前部の活動が高いことが明
らかになった(論文執筆中)。 
これらの結果を総合すると、食品の味の記

憶についての実験結果は、意味処理が記憶効
率を高めるという処理水準モデルと一致し
ていた。従って、心理実験、脳機能イメージ
ングの双方から、食品フレーバーの記憶にお
いても処理水準モデルが有効である可能性

が示唆された。 
最終年度はこれらの成果の取りまとめを

行い、味覚偶発記憶に関与するラベルやパッ
ケージなどの情報が、食品の味やフレーバー
の処理に与える影響とその神経基盤をレビ
ューした(Okamoto and Dan, 2013)。 

図 3 味を記憶する際の脳活動 

上段に実験風景、下段に結果を示す。赤丸は、

各条件での酸素化ヘモグロビンの増加量が、

統制条件より有意に高かった計測点を示し

ている。ピンク色および水色のラインは、脳

の領域を示す。記憶過程の各ステップのうち、

記銘と再認の二つのステップにおける前頭

前野の活動を評価した。 
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